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「
露
柱
が
児
を
生
む
」
と
い
う
話
が
あ
る
け
ど
、

何
ん
で
も
か
ん
で
も
他
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

自
己
と
ぶ
っ
続
き
の
生
命
な
ん
だ
。

こ
こ
に
あ
る
魔
法
瓶
、

こ
れ
は
他
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

自
己
と
ぶ
っ
続
い
て
い
る
。

だ
か
ら
魔
法
瓶
が
お
茶
碗
を
生
ん
だ

と
い
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

す
べ
て
同
時
に
存
在
す
る
限
り
は

お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
ん
だ
か
ら
ね
。

俺
だ
け
の
俺
と
い
う
も
の
は
な
い
、

魔
法
瓶
だ
け
の
魔
法
瓶
も
な
い
。

お
茶
碗
や
俺
に
対
し
て
あ
る
。

い
や
ぶ
っ
続
き
な
ん
だ
。

　

—

内
山
興
正

	

『
改
訂
版
い
の
ち
の
働
き
─
知
事
清
規
を
味
わ
う
』
よ
り

平成27年



特
集

＝こ
れ
だ
け
は
　
　
　

押
さ
え
て
お
き
た
い 
仏
教
の
基
本

「
仏
教
」
に
関
す
る
言
葉
や
歴
史
的
出
来
事
、
仏
教
美
術
や
伽
藍
・
儀
式
の
様
子
、
そ
し
て
宗
派
な
ど
…

「
一
般
教
養
」
と
し
て
お
ぼ
え
て
お
き
た
い
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
簡
潔
に
平
易
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

「
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釈
迦
さ
ま
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５
つ
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ポ
イ
ン
ト
〈
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り
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三
法
印
・
四
聖
諦
・
縁
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か
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育
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光
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中	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
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主

井
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隆
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13

新
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に
っ
ぽ
ん
聖
地
巡
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の
旅
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六
〉
東
日
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大
震
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被
災
地
の
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と
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玉
岡
か
お
る	
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漱
石
・
明
暗
を
行
く
─
胃
病
死
の
謎
を
解
く
（
八
）	…
…
…
…
山
崎
光
夫	

22

慈
悲
の
か
た
ち
─
仏
教
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て（
14
）	

…
…
…
大
菅
俊
幸	

30

老
子
随
想
〈
七
〉	

…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
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…
…
…
…
蜂
屋
邦
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随
筆
説
法

い
の
ち
輝
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教
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篠
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リ
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仏
教
の
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い
の
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衣
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エ
ッ
セ
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私
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縁
は
異
な
も
の
」
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太
田
治
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笛
○
借
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本
は
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な
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…
…
山
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む
つ
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○
三
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由
紀
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と
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京
オ
リ
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ピ
ッ
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…
…
…
山
内
由
紀
人

○
手
帳
と
ア
リ
バ
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…
…
…
…
山
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重
朗
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槃
会
巡
拝
記〈
四
〉

仏
の
里
で
涅
槃
図
展
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大
分
県
豊
後
高
田
市	

…
竹
林
史
博	
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第
一
部
　仏
教
を
知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
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と
修
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」と
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紀
行
（
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日
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が
一
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一
大
事
の
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福
島
泰
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経
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３
つ
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ン
ト
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お
経
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／
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経
／
日
本
の
お
経
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佐
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全
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界
の
仏
教
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５
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の
ポ
イ
ン
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須
田
哲
成
80

イ
ン
ド
か
ら
諸
外
国
へ
の
伝
播
／
上
座
部
仏
教
と
大
乗
仏
教
の
違
い
／
上
座
部
仏
教
の
国
々
ほ
か

「
仏
教
美
術
鑑
賞
」の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト··············································

田
島　

整
85

如
来
像
・
菩
薩
像
・
明
王
像
・
天
部
像
・
曼
荼
羅
の
鑑
賞
の
仕
方
ほ
か

新
聞
・
テ
レ
ビ
に
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場
す
る
仏
教
語····················································

義
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幸
規
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日
本
仏
教
史
」の
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つ
の
ポ
イ
ン
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横
山
全
雄
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子
の
存
在
／
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
仏
教
／
室
町
期
・
江
戸
の
仏
教
ほ
か

「
日
本
仏
教
十
三
宗
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ド··································································

村
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裕
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お
寺
」
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つ
の
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イ
ン
ト···················································
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立
宜
了
112

参
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の
仕
方
／
主
な
建
物
／
寺
院
庭
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の
鑑
賞
法
／
お
坊
さ
ん
の
呼
び
方
い
ろ
い
ろ

「
主
な
仏
教
行
事
」
ガ
イ
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本
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人
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め
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の
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イ
ン
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白
木
利
幸
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巡
礼
と
は
何
か
／
西
国
・
坂
東
・
秩
父
の
観
音
霊
場
と
は
／
四
国
八
十
八
ヶ
所
と
は
ほ
か

教
科
書
に
出
て
く
る
日
本
仏
教
名
僧
ガ
イ
ド···································

豊
嶋
泰
國
127

第
二
部
　日
本
仏
教
を
知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
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仏
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を
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う
③
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の
見
果
て
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（
十
）	

…
…
…
…
…
…
…
…
横
田　

喬	

176

小
泉
八
雲
の
「
耳
な
し
芳
一
」
と
阿
弥
陀
寺	

…
…
…
志
村
有
弘	

182

「
妙
好
人
」
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考
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上
）	…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
塚
田
幸
三	

188

〈
気
ま
ぐ
れ

新
シ
リ
ー
ズ
〉暮
ら
し
に
生
か
す
禅
ラ
イ
フ
の
す
す
め
⑥	

…
花
岡
博
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205

「
存
在
」
か
ら
「
い
る
」へ	

…
…
…
…
…
…
…
木
井
昭
一	

208

山
頭
火
の
風
景　
㉞	

波
音
の
菜
の
花
の
花
ざ
か
り	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
版
画
と
文
・
田
主　

誠	

55

遍
路
で
学
ぶ
生
き
る
知
恵　
　
科
学
と
宗
教
と
の
共
存	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
武
田
喜
治	

64

雑
学
か
ら
学
ぶ
仏
教
（
56
）
一
休
禅
師
に
学
ぶ
④	
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
瓜
生　

中	

212

仏
教
な
ん
で
も
相
談
室	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木
永
城	

216

ド
ク
タ
ー
ら
く
朝
の
「
井
戸
端
け
ん
こ
う
談
義
」（
31
）
強
烈
な
ラ
イ
バ
ル	

…
…
…
…
…
立
川
ら
く
朝	

218

〈
大
法
輪
　
　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
〉宮
中
の「
永
平
寺
料
理
」〈
昭
和
34
年
5
月
号
よ
り
〉	

…
秋
山
徳
蔵	

232

「
天
皇
の
料
理
番
」
が
語
る
、
宮
中
に
「
永
平
寺
料
理
」
が
摂
り
入
れ
ら
れ
る
ま
で
の
由
緒
と
精
進
料
理
修
業
記
。
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者
の
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ペ
ン
ま
ん
だ
ら
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
222

漢
詩
…
…
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…
…
…
…
…
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田
魚
錢
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短
歌
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
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弘
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句
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…
…
…
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レ
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ル
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載
〉
文
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に
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る
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人
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の
菩
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心
①
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語
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と
祇
王　

…
三
野　

恵
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京
の
街
を
歩
く
㉖
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と
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崎
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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郎
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う
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電
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が
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ん
に
な
っ
て
も
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光こ
う

明み
ょ
う

中ち
ゅ
う 

井い

澤ざ
わ

　

隆り
ゅ
う

徳と
く

本
山
蓮
華
寺
貫
主

観か
ん

無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

経き
ょ
う

に
、
阿
弥
陀
如
来
の
一い
ち

一い
ち

の

光
明
は
普あ

ま
ね

く
十じ
っ

方ぽ
う

の
世
界
を
照
ら
し
て
念
仏
の

衆し
ゅ

生じ
ょ
うを
摂せ
っ

取し
ゅ

し
て
捨
て
た
ま
わ
ず
と
あ
り
、
阿

弥
陀
如
来
に
よ
り
、
明
る
さ
、
温
か
さ
、
人
と

し
て
の
お
育
て
を
頂
く
こ
と
が
光
明
に
照
ら
さ

れ
て
の
生
活
で
あ
り
、
念
仏
申
す
者
の
生
き
方

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
こ
の
こ
と
を

忘
れ
て
生
き
て
い
る
と
、
私
自
身
お
念
仏
の
中

に
改
め
て
気
づ
か
せ
ら
れ
て
い
る
毎
日
で
あ
り

ま
す
。
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これだけは押さえておきたい

仏教 の基本
特
　
集

　約2500年前のインドでお釈迦さまによって創始された仏教は、年月を経てわが国に伝えら
れ、葬儀をはじめ死者への供養、お彼岸や盂蘭盆会などの年中行事にみられるように日本人
の生活に密接に結びつきました。
　その深遠な教えや長い歴史については、古来あまたの専門家の方々による書物が出されて
いますが、一般の人たちにとっては難解なものが多いかと思います。
　今回の特集では、ごく普通の人へ向けた「入門」として、仏教の各分野の「基本」を、分
かりやすく「要点（ポイント）」を明示したうえで解説しました。

仏教の象徴「法輪」
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第
一
部　

仏
教
を
知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

お
よ
そ
二
五
〇
〇
年
あ
ま
り
前
。
地
中

海
で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
の
活

躍
す
る
ギ
リ
シ
ャ
文
明
が
胎
動
し
て
い
た

頃
、
イ
ン
ド
で
は
十
六
大
国
と
称
さ
れ
る

国
家
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
大
国
に
挟
ま
れ

る
よ
う
に
幾
つ
も
の
小
国
が
存
在
し
て
い

休
み
し
よ
う
と
し
た
。
マ
ー
ヤ
ー
が
、
そ

の
花
園
に
あ
る
無ア

シ
ョ
ー
カ憂
樹
の
枝
を
手
に
し

た
と
き
、
急
に
産
気
を
催
し
、
右
わ
き
腹

か
ら
釈
尊
が
誕
生
し
た
。
こ
の
突
然
の
誕

生
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
だ
が
、
母

マ
ー
ヤ
ー
は
一
週
間
後
に
逝
去
す
る
。

釈
迦
族
を
率
い
る
者
と
し
て
生
を
享う

け

た
。そ

の
う
ち
の
一
つ
が
釈
迦
族
の
国
で
あ

り
、
釈
迦
族
の
王
シ
ュ
ッ
ド
ー
ダ
ナ
（
浄
じ
ょ
う

飯ぼ
ん

王の
う

）
と
妃
マ
ー
ヤ
ー
と
の
間
に
、
や
が

て
釈
迦
族
の
王
と
な
る
べ
き
身
と
し
て
、

シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
（
釈
尊
）
が
誕
生
す
る
。

母
親
の
マ
ー
ヤ
ー
は
、
釈
尊
を
生
む
準
備

の
た
め
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
故
郷
へ
の
道

の
途
中
に
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
花
園
で
一

「
お
釈
迦
さ
ま
」
の

　
　

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

藤
ふ じ

丸
ま る

 智
も と

雄
お

浄土真宗本願寺派
総合研究所研究員

仏
教
を
知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

第
一
部

誕
　
生

①

知
っ
て
お
き
た
い

出
　
家

②

誕
生
仏
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
）
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「
お
釈
迦
さ
ま
」
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

これだけは押さえておきたい　仏教の基本特 集

た
釈
尊
だ
が
、
誕
生
後
、
王
に
招

し
ょ
う

聘へ
い

さ

れ
た
占
い
師
た
ち
は
「
武
力
を
用
い
ず
世

界
を
統
治
す
る
者
か
、
真
理
の
法
を
ひ
ら

く
覚
者
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
予
言
す
る
。

ま
た
、
神
々
の
喜
ぶ
声
を
聴
い
て
誕
生
後

の
釈
尊
を
訪
れ
た
ア
シ
タ
仙
人
は
、
そ
の

優
れ
た
姿
を
見
て
「
こ
の
方
は
最
上
の
お

方
で
あ
り
、
や
が
て
悟
り
を
ひ
ら
か
れ
る

で
あ
ろ
う
が
、
私
の
命
は
残
り
少
な
く
、

そ
の
場
に
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
嘆

い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
王
子
で
あ
る
釈
尊
の
出
家

は
、
宗
教
を
社
会
の
大
切
な
価
値
と
す
る

イ
ン
ド
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
歓
迎
さ

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
父
王
は
、
王

位
を
継
い
で
も
ら
い
た
い
息
子
の
た
め

に
、
豪
奢
な
宮
殿
を
三
つ
も
設
け
、
不
自

由
の
な
い
生
活
を
与
え
た
が
、
憂
い
深
く

感
受
性
の
高
い
釈
尊
は
、
や
が
て
出
家
へ

の
扉
を
開
い
て
い
く
。

釈
尊
は
、
城
壁
都
市
の
東
西
南
北
の
四

つ
の
門
か
ら
出
て
、
老
人
、
病
人
、
死

者
、
そ
し
て
出
家
修
行
者
と
出
会
う
。
こ

の
経
験
を
通
し
て
、
人
間
の
根
本
的
な
苦

悩
を
見
出
し
、
こ
の
苦
悩
を
超
克
す
る
た

め
の
悟
り
を
ひ
ら
く
こ
と
に
自
ら
の
生
き

る
道
を
見
出
す
。

す
で
に
、
妻
を
得
、
ラ
ー
フ
ラ
（
障

り
、
あ
る
い
は
月
蝕
の
意
味
）
と
い
う
息
子

が
誕
生
し
て
い
た
釈
尊
で
あ
っ
た
が
、
あ

る
夜
、
意
を
決
し
、
御
者
チ
ャ
ン
ナ
に
準

備
さ
せ
た
馬
カ
ン
タ
カ
に
乗
り
、
城
外
へ

と
出
て
、
出
家
修
行
者
に
仲
間
入
り
す

る
。当

時
、
多
く
の
行
者
が
活
躍
し
て
い
た

が
釈
尊
は
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
高
名

な
二
人
の
師
の
元
を
訪
れ
た
。
ア
ー
ラ

ー
ラ
・
カ
ー
ラ
ー
マ
師
の
元
で
は
、
所

有
す
る
と
い
う
思
い
の
無
い
境
地
（
無
所

有
処
）
と
を
学
ぶ
。
瞬
く
間
に
こ
の
境
地

に
達
し
た
釈
尊
は
、
こ
の
境
地
に
満
足
せ

ず
、
師
を
離
れ
る
。

次
に
、
訪
れ
た
ウ
ッ
ダ
カ
・
ラ
ー
マ
プ

ッ
タ
師
の
元
で
は
、
思
う
の
で
も
思
わ
な

い
の
で
も
な
い
と
い
う
境
地
（
非
想
非
非

想
処
）
を
学
び
、
こ
の
境
地
も
わ
ず
か
な

時
間
で
修
得
す
る
が
、
こ
れ
に
も
満
足
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
の
境

地
に
も
充
足
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

釈
尊
は
、
苦
行
の
生
活
へ
と
進
む
。

苦
行
は
、
六
年
間
に
も
及
ん
だ
。
釈
尊

の
修
行
の
地
ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ
ー
に
は
、
多

く
の
苦
行
者
が
集
い
、
厳
し
い
修
行
に
明

け
暮
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
五
人
の
修
行
仲

間
（
五ご

比び

丘く

）
も
得
る
。
釈
尊
は
、
例
え

ば
、
一
日
に
ゴ
マ
を
一
粒
食
べ
る
だ
け
と

い
っ
た
苛
酷
な
修
行
を
行
っ
た
。
こ
う
し

悟
　
り

③
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仏
教
を
知
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

た
修
行
の
結
果
、
若
々
し
く
生
気
に
あ
ふ

れ
て
い
た
釈
尊
の
肉
体
は
、
や
せ
衰
え
、

死
期
さ
え
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。

六
年
間
、
苦
行
を
継
続
し
た
の
ち
、
釈

尊
は
、「
こ
れ
も
正
し
い
悟
り
へ
の
方
法

で
な
い
」
と
考
え
苦
行
を
止
め
る
。
釈
尊

は
、
借
り
物
で
な
く
、
自
分
の
求
め
る
真

理
を
、
誠
実
に
求
め
続
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
五
比
丘
は
、
釈
尊
が
堕
落
し
た

と
考
え
、
彼
の
元
を
離
れ
バ
ー
ラ
ー
ナ
シ

郊
外
の
鹿ろ

く

野や

苑お
ん

へ
と
修
行
場
所
を
移
す
。

一
人
に
な
っ
た
釈
尊
は
、
ウ
ル
ヴ
ェ
ー
ラ

ー
か
ら
程
近
い
ネ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
河
の

ほ
と
り
に
行
く
。
そ
こ
に
や
っ
て
き
た
の

が
、
近
隣
の
村
の
娘
ス
ジ
ャ
ー
タ
ー
で

あ
っ
た
。
彼
女
は
釈
尊
に
乳
粥
を
施
し

た
。
釈
尊
は
、
悟
り
を
ひ
ら
く
ま
で
、
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ

の
修
行
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
乳

粥
を
四
十
九
個
の
団
子
に
し
て
準
備
し

た
。
そ
し
て
、
固
い
決
意
を
結
ん
だ
釈
尊

は
菩
提
樹
を
背
に
し
て
座
り
、
魔
に
よ
る

攻
撃
も
跳
ね
返
し
、
い
よ
い
よ
永
遠
の
真

理
を
悟
る
。

さ
て
、
さ
と
り
の
内
容
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
る
が
、
現
存
す
る
資
料
に
よ
れ
ば

「
縁え

ん

起ぎ

」
が
、
さ
と
り
の
内
容
で
あ
っ
た

と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
釈
尊
の
菩
提
樹

下
の
悟
り
は
「
縁
起
」
と
い
う
理
法
、
す

な
わ
ち
極
め
て
理
知
的
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
苦
行
と
決
別
し
た
こ
と
の
意
味

を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

悟
り
を
ひ
ら
い
た
釈
尊
は
、
四
十
九
日

間
、
何
の
畏お

そ

れ
も
憂う

れ

い
も
な
く
、
法
悦
に

浸
っ
た
。
当
初
、
悟
り
に
つ
い
て
、
他
の

人
び
と
に
伝
え
る
思
い
を
釈
尊
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。「
悟
り
は
、
世
間
の
人
び

と
の
流
れ
に
逆
ら
う
も
の
で
あ
り
、
貪む

さ
ぼり

の
中
に
あ
る
人
々
は
、
こ
れ
を
理
解
で
き

な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ

伝
　
道

④

釈
尊
苦
行
像

さ
と
り
の
地
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
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「
お
釈
迦
さ
ま
」
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

これだけは押さえておきたい　仏教の基本特 集

こ
に
梵ぼ

ん

天て
ん

が
現
れ
る
。

梵
天
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
フ
マ
ー
と
は
、

真
理
を
神
格
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
古
代

イ
ン
ド
の
最
高
神
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

梵
天
は
、
繰
り
返
し
、
法
を
説
き
示
す
よ

う
に
要
請
し
、
釈
尊
は
法
を
説
き
始
め
る

こ
と
を
決
意
す
る
に
至
る
。
こ
の
梵
天
の

切
な
る
願
い
に
よ
っ
て
、
説
法
を
決
意
し

た
こ
と
が
、
仏
教
の
始
ま
り
と
な
る
。
こ

の
後
、
梵
天
は
、
仏
法
の
守
護
神
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

釈
尊
は
、
ま
ず
鹿
野
苑
に
い
た
五
比
丘

の
と
こ
ろ
に
行
く
。
五
比
丘
は
、「
堕
落

し
た
奴
が
来
た
、
無
視
し
よ
う
」
と
示
し

合
せ
る
が
、
あ
ま
り
の
神
々
し
さ
に
心
打

た
れ
、
釈
尊
に
法
を
請
い
、
仏
弟
子
と
な

る
。
ま
た
、
長
者
の
息
子
ヤ
サ
も
仏
弟
子

と
な
る
が
、
ヤ
サ
は
在
家
信
者
の
始
ま
り

と
な
る
。
一
度
に
多
く
の
者
が
弟
子
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
三
人
の
迦カ

ー
シ
ャ
パ葉

兄
弟
は
、
火
を
祀
り
、
呪
術
で
人
々
を
驚

か
せ
千
人
も
の
弟
子
を
率ひ

き

い
て
い
た
が
、

釈
尊
の
真
理
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
、

す
べ
て
の
弟
子
と
と
も
に
釈
尊
に
帰
依
し

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
仏
教
教
団
が
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
。

仏
教
教
団
が
い
か
に
大
き
く
な
ろ
う
と

も
、
釈
尊
の
在
り
方
に
変
化
は
無
か
っ

た
。
生
涯
、
瞑
想
と
遊ゆ

行ぎ
ょ
う

に
い
そ
し
み

続
け
た
。
そ
れ
は
、
人
生
の
終
わ
り
に
お

い
て
も
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
齢
八
十
に

な
っ
た
釈
尊
で
あ
っ
た
が
、
ア
ー
ナ
ン
ダ

を
伴
い
、
霊

り
ょ
う

鷲じ
ゅ

山せ
ん

を
出
発
す
る
。
こ
の

最
後
の
旅
と
、
釈
尊
の
入
滅
に
つ
い
て

は
、『
涅ね

槃は
ん

経ぎ
ょ
う』
と
い
う
経
典
が
編
ま
れ

る
ほ
ど
に
、
大
切
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富

に
あ
る
。
釈
尊
は
自
ら
の
死
を
自
覚
し
て

い
た
よ
う
で
、「
自じ

灯と
う

明み
ょ
う

法ほ
う

灯と
う

明み
ょ
う」

や

「
師
の
握
り
拳
」
等
と
い
っ
た
大
切
な
教

え
も
、
こ
の
最
後
の
旅
の
中
で
説
か
れ

た
。釈

尊
は
、
小
さ
な
町
ク
シ
ナ
ガ
ラ
で
最

期
の
時
を
迎
え
る
。
釈
尊
は
、
瞑
想
を
繰

り
返
し
、
高
い
境
地
に
至
っ
た
の
ち
、
入

滅
さ
れ
た
。
地
は
大
き
く
震
動
し
、
雷
鳴

が
鳴
り
響
い
た
。

涅
　
槃

⑤

クシナガラの涅槃像


